








5.結論 

 IgA 腎症の蛋白尿および転帰と半定量的および定量的解析との関係を検討した。 

(1)腎生検時蛋白尿と A.I.・C.I.・M/G 比とに相関がみられた。 

(2)転帰と A.1.・M/G 比および M/G/C 比とに相関がみられた。 

(3)半定量的および定量的解析は組織評価に利用できると考える。 


